
表 1451　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　透析前拡張期血圧(mmHg)別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者）

透析前拡張
期血圧

なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

20未満 2 1 3 3
（％） (66.7) (33.3) (100.0)
20～ 39 1 40 3 43
（％） (97.5) (2.5) (100.0)
40～ 697 33 2 4 4 740 29 94 863
（％） (94.2) (4.5) (0.3) (0.5) (0.5) (100.0)
60～ 4,232 196 4 31 22 4,485 104 484 5,073
（％） (94.4) (4.4) (0.1) (0.7) (0.5) (100.0)
80～ 2,640 115 3 13 25 2,796 56 321 3,173
（％） (94.4) (4.1) (0.1) (0.5) (0.9) (100.0)
90～ 1,548 70 1 9 7 1,635 31 170 1,836
（％） (94.7) (4.3) (0.1) (0.6) (0.4) (100.0)

100～ 775 29 2 3 5 814 18 105 937
（％） (95.2) (3.6) (0.2) (0.4) (0.6) (100.0)

120～ 43 1 1 45 2 5 52
（％） (95.6) (2.2) (2.2) (100.0)

140～ 1 1 2 2
（％） (50.0) (50.0) (100.0)
合計 9,977 447 12 61 63 10,560 240 1,182 11,982
（％） (94.5) (4.2) (0.1) (0.6) (0.6) (100.0)

記載なし 2,212 78 4 7 4 2,305 64 2,779 5,148
（％） (96.0) (3.4) (0.2) (0.3) (0.2) (100.0)
総計 12,189 525 16 68 67 12,865 304 3,961 17,130
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
平均 79.46 78.80 79.33 78.46 80.94 79.43 78.02 79.63 79.43

標準偏差 14.48 14.58 15.65 15.36 13.48 14.51 15.88 14.55 14.52

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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